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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モノクロラインセンサおよびカラーラインセンサを用いて原稿を読み取る読取手段と、
　前記モノクロラインセンサから出力されるモノクロ画像データを量子化する量子化手段
と、
　前記カラーラインセンサから出力されるカラー画像データを変倍する変倍手段と、
　読取モードおよび変倍率に基づきスキャン速度を設定する設定手段とを有し、
　前記モノクロラインセンサの１ライン分のモノクロ画像データの転送時間は、前記カラ
ーラインセンサの１ライン分のカラー画像データの転送時間より短く、前記変倍率が１０
０パーセントであり前記読取モードがモノクロ読取モードの時に設定される第１スキャン
速度は、前記変倍率が１００パーセントであり前記読取モードがカラー読取モードの第２
スキャン速度に比べて速く、
　前記読取モードがモノクロ読取モード、かつ、前記変倍率が所定の変倍率より小さい場
合、前記設定手段は前記変倍率と前記第１スキャン速度に応じたスキャン速度を設定し、
前記読取手段は該設定されたスキャン速度に基づき前記モノクロラインセンサを用いて前
記原稿を読み取り、前記量子化手段は前記原稿のモノクロ画像データを量子化し、
　前記読取モードがモノクロ読取モード、かつ、前記変倍率が前記所定の変倍率より大き
い場合、前記設定手段は第２スキャン速度を設定し、前記読取手段は前記第２スキャン速
度に基づき前記カラーラインセンサを用いて前記原稿を読み取り、前記変倍手段が前記原
稿のカラー画像データを変倍し、
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　前記読取モードがカラー読取モードの場合、前記設定手段は前記第２スキャン速度を設
定し、前記読取手段は前記第２スキャン速度に基づき、前記カラーラインセンサを用いて
前記原稿を読み取り、前記変倍手段が前記原稿のカラー画像データを変倍することを特徴
とする原稿読取装置。
【請求項２】
　前記変倍率は副走査方向の変倍率であることを特徴とする請求項１記載の原稿読取装置
。
【請求項３】
　さらに、前記モノクロラインセンサから出力されるモノクロ画像データに対して主走査
方向の変倍を行う主走査方向変倍手段を有し、
　前記量子化処理は、前記主走査方向の変倍が行われたモノクロ画像データを量子化する
ことを特徴とする請求項１または２記載の原稿読取装置。
【請求項４】
　前記読取モードがモノクロ読取モード、かつ、前記変倍率が前記所定の変倍率より大き
い場合、前記設定手段は第２スキャン速度を設定し、前記読取手段は前記第２スキャン速
度に基づき前記カラーラインセンサを用いて前記原稿を読み取り、前記変倍手段が前記原
稿のカラー画像データの所定の色成分データを変倍することを特徴とする請求項１記載の
原稿読取装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、白黒読取モードとカラー読取モードを有し、読み取る原稿画像に変倍処理す
る原稿読取装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、白黒原稿の高速読み取りとカラー原稿の高画質読み取りの両立を目的として、従
来のカラー読取用の３ラインセンサに、白黒読取用のラインセンサを加えた４ラインセン
サを有する原稿読取装置が提案されている（例えば、特許文献１参照）。この種の原稿読
取装置では、白黒読取用のラインセンサからの画像信号出力は、奇数画素出力と偶数画素
出力の２チャンネルで行う。これにより、白黒読取用のラインセンサの読取生産性をカラ
ー読取用のラインセンサの読取生産性の２倍にすることができ、大量の白黒原稿を短時間
で読み取らせることができる。
【０００３】
　白黒原稿の高速読み取りが実現すると、次に問題となるのが、高速読み取りを行った原
稿読取装置からプリンタ等の画像形成装置に画像データを伝送する際の、原稿読取装置と
画像形成装置の生産性の違いや立ち上がりタイミングの差である。原稿読取装置の生産性
が画像形成装置の生産性よりも高い、あるいは、原稿読取装置の原稿読み取り開始タイミ
ングが画像形成装置の画像形成開始タイミングよりも早い場合、読み取った原稿の画像デ
ータをメモリに一時記憶する必要がある。前述のように白黒原稿について高速読み取りを
行ってメモリに一時記憶する場合、カラー原稿よりも多くのページ数の画像データを一時
記憶する必要がある。
【０００４】
　そこで、白黒原稿の多値の画像データは２値化してメモリに記憶し、カラー原稿の多値
の画像データは多値のままメモリに記憶する構成を採用することが考えられる（例えば、
特許文献２参照）。これにより、メモリ容量が限られている中で、文字画像であることが
多い白黒原稿の画像データを２値化することにより、より多くのページの画像データを記
憶することができる。
【特許文献１】特開２００２－２４７２９０号公報
【特許文献２】特開２００６－０８６６２９号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、この白黒画像を拡大または縮小（以下、変倍と呼ぶ）する場合、メモリ
に記憶された２値画像を補間処理または間引き処理することによりデジタル変倍すると、
画像のエッジ部に段差が生じたり、画像がぼやける等の画質劣化が生じたりする。そこで
、倍率に応じた速度で原稿を搬送しながら原稿を読み取ることにより、副走査方向の変倍
を行うスキャン変倍を行うことにより、画質劣化を防止することが考えられる。ところが
、カラー原稿を読み取る場合にスキャン変倍を行うと、拡大時には光学系を低速駆動する
際に生じる振動で、画像に色ずれが発生してしまう。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、モノクロラインセンサおよびカラーラインセンサを用いて原稿を読み取る読
取手段と、前記モノクロラインセンサから出力されるモノクロ画像データを量子化する量
子化手段と、前記カラーラインセンサから出力されるカラー画像データを変倍する変倍手
段と、読取モードおよび変倍率に基づきスキャン速度を設定する設定手段とを有し、前記
モノクロラインセンサの１ライン分のモノクロ画像データの転送時間は、前記カラーライ
ンセンサの１ライン分のカラー画像データの転送時間より短く、前記変倍率が１００パー
セントであり前記読取モードがモノクロ読取モードの時に設定される第１スキャン速度は
、前記変倍率が１００パーセントであり前記読取モードがカラー読取モードの第２スキャ
ン速度に比べて速く、前記読取モードがモノクロ読取モード、かつ、前記変倍率が所定の
変倍率より小さい場合、前記設定手段は前記変倍率と前記第１スキャン速度に応じたスキ
ャン速度を設定し、前記読取手段は該設定されたスキャン速度に基づき前記モノクロライ
ンセンサを用いて前記原稿を読み取り、前記量子化手段は前記原稿のモノクロ画像データ
を量子化し、前記読取モードがモノクロ読取モード、かつ、前記変倍率が前記所定の変倍
率より大きい場合、前記設定手段は第２スキャン速度を設定し、前記読取手段は前記第２
スキャン速度に基づき前記カラーラインセンサを用いて前記原稿を読み取り、前記変倍手
段が前記原稿のカラー画像データを変倍し、前記読取モードがカラー読取モードの場合、
前記設定手段は前記第２スキャン速度を設定し、前記読取手段は前記第２スキャン速度に
基づき、前記カラーラインセンサを用いて前記原稿を読み取り、前記変倍手段が前記原稿
のカラー画像データを変倍することを特徴とする原稿読取装置。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、モノクロ読取モードかつ変倍率が所定の変倍率より小さい場合は変倍
によって生じる画質劣化を防止し、モノクロ読取モードかつ変倍率が所定の変倍率より大
きい場合は読取生産性が所定の読取生産性よりも下回ることを防止し、カラー読取モード
の場合は色ずれによって生じる画質劣化を低減させることができる。
【０００９】
　また、請求項３記載の発明によれば、白黒読取モード時の読取生産性がカラー読取モー
ド時の読取生産性よりも下回ることがない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　図１は、本発明の実施形態の原稿読取装置を構成する自動原稿送り装置（以下ＡＤＦ）
１００およびリーダ部１５０の断面図である。ＡＤＦ１００は、少なくとも１枚以上の原
稿で構成される原稿束Ｓを載置する昇降可能な原稿トレイ１０１と、原稿束Ｓ上に下降し
て回転することにより原稿を給送するピックアップローラ１０２を有する。ピックアップ
ローラ１０２によって給送された原稿は、分離ローラ１０３により１枚に分離され、搬送
ローラ対１０４により搬送されて、回転していない状態のレジストローラ１０５に突き当
てられる。これにより、原稿の斜行が解消される。
【００１１】
　レジストローラ１０５が回転を開始することにより、原稿は給送ローラ１０６および流
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し読みガラス１５１に接触するリードローラ１０７により流し読みガラス１５１上に送ら
れる。給送ローラ１０６、リードローラ１０７は原稿を流し読みガラス１５１上を移動さ
せる。流し読みガラス１５１上を後述する搬送速度で搬送される原稿表面の画像は、リー
ダ部１５０により読み取られる。そして、原稿は搬送ローラ１０８を通過し、リードロー
ラ１０９と移動ガラス１１０の間を搬送され、排紙ローラ１１１により原稿排紙トレイ１
１２上へ排出される。搬送ローラ１０８及びリードローラ１０９は原稿を移動ガラス１１
０に沿って移動させる。流し読みガラス１５１から排紙ローラ１１１までの搬送経路には
、原稿裏面の画像を照射するランプ１２３と、４ラインセンサ１２４を有する裏面画像読
取部１１３が設けられている。４ラインセンサについては後ほど詳述する。裏面画像読取
部１１３の４ラインセンサ１２４はランプ１２３を点灯した状態で、移動ガラス１１０に
沿って搬送移動される原稿裏面の画像を読み取る。
【００１２】
　リーダ部１５０は、流し読みガラス１５１、プラテンガラス１５２、スキャナユニット
１５９（ランプ１５３とミラー１５４）、ミラー１５５及び１５６、レンズ１５７、４ラ
インセンサ１５８等を有している。流し読みガラス１５１に沿って搬送される原稿表面の
画像を読み取るときは、スキャナユニット１５９は流し読みガラス１５１の下方に静止し
た状態でランプ１５３を点灯し、４ラインセンサ１５８に対して相対移動する原稿画像を
４ラインセンサ１５８が読み取る。原稿載置台としてのプラテンガラス１５２上に載置さ
れた原稿を読み取るときは、ランプ１５３を点灯した状態でスキャナユニット１５９をプ
ラテンガラス１５２に沿って相対移動させ、原稿画像を読み取る。白板１６０は、光学系
のシェーディングを補正するために白レベルの基準とするものであり、白板１６０の下方
にスキャナユニット１５９を静止した状態でランプ１５３を点灯し、４ラインセンサ１５
８がこの白板１６０を読み取って基準データとする。
【００１３】
　図２は、本原稿読取装置におけるＡＤＦ１００、リーダ部１５０、及び画像コントロー
ラ２００の制御ブロック図である。リーダ部１５０において、ＣＰＵ１６１は、ＡＤＦ１
００およびリーダ部１５０の制御を行う。ＣＰＵ１６１には、プログラム格納用のＲＯＭ
１６２，作業領域用のＲＡＭ１６３が接続されている。ＲＯＭ１６２には、リーダ部１５
０およびＡＤＦ１００の制御用プログラムが格納されており、ＲＡＭ１６３には、制御に
使用される入力データや作業用データが格納される。モータ１６６は、スキャナユニット
１５９等の光学系を移動させるモータを駆動する。リーダ部１５０は、ランプ１５３、４
ラインセンサ１５８、４ラインセンサ出力をデジタル画像信号に変換する信号制御部１６
９からなる表面画像読取部１７０を有する。ＣＰＵ１６１は、モータ１６６及び表面画像
読取部１７０を制御することにより、リーダ部１５０に原稿画像の読み取りを行わせる。
紙間補正処理部１６４は、搬送される原稿と原稿の間の紙間において、信号制御部１６９
のパラメータ補正を行う。出力制御部１６５は、表面画像読取部１７０および後述する裏
面画像読取部１１３で読み取られた画像信号を、必要に応じて画像バッファ１７１を経て
、コントローラ２００に転送する。ＡＤＦ１００は、原稿搬送部１２１、裏面画像読取部
１１３を有する。ＣＰＵ１６１の出力ポートには、原稿搬送用のローラを駆動するモータ
１２８、ソレノイド１２６、クラッチ１２７が接続されている。また、ＣＰＵ１６１の入
力ポートには、原稿の搬送タイミングを生成するための各種センサ１２９が接続されてい
る。
【００１４】
　ＣＰＵ１６１は、ＲＯＭ１６２に格納された制御プログラムにしたがって出力ポートを
制御し、ＡＤＦ１００に原稿搬送を行わせる。また、原稿画像データの先端を示し、画像
読取タイミングの先端基準となる画先信号は、通信ラインを介してＡＤＦ１００からリー
ダ部１５０に通知される。裏面画像読取部１１３は、ランプ１２３、４ラインセンサ１２
４、信号制御部１２５を有し、読み取った原稿裏面の画像を出力制御部１６５に転送する
。
【００１５】
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　これらの４ラインセンサ１５８及び１２４によって読み取られ、信号制御部１６９及び
１２５によりデジタル画像信号に変換された画像データは、出力制御部１６５を介して、
画像バッファ１７１に一時格納される。画像バッファ１７１に格納された画像データは、
出力タイミングに同期して出力制御部１６５で読み出され、順次コントローラＩＦ部２５
０を介してコントローラ部２００へ転送される。さらに、原稿画像データの先端の基準と
なる画先信号も、ＣＰＵ１６１からコントローラ部２００へ通知される。
【００１６】
　コントローラ２００は、ＣＰＵ２０１、ＲＯＭ２０２、ＲＡＭ２０３を有する。出力制
御部１６５を介してコントローラ部２００へ送られた画像データは、画像処理部２０４に
より画像処理が行われる。操作部２０５は、ユーザからの指示を受ける。ＣＰＵ２０１は
、操作部２０５からの指示入力に応じて、画像データをプリンタインターフェース２０９
経由で不図示のプリンタに出力する。また、ＣＰＵ２０１は、ＭＯＤＥＭ２０６で画像デ
ータを変調してＮＣＵ２０７から外部回線に送信したり、ＬＡＮインターフェース２０８
経由で画像データを他の装置やＰＣに転送したりする。また、ＣＰＵ２０１は、操作部２
０５で指示された機能を実行するために必要な動作をリーダ部１５０のＣＰＵ１６１に指
示する。
【００１７】
　図３は、４ラインセンサ１５８の構成を示す概略図である。４ラインセンサ１２４も４
ラインセンサ１５８と同一の構成である。センサ受光部には、１つの白黒ラインセンサＢ
Ｗと、３つのカラーラインセンサＲ（赤），Ｇ（緑），Ｂ（青）が主走査方向（４ライン
センサに対する原稿の相対移動方向と直交方向）に沿って互いに平行に配置されている。
各ラインセンサは、所定の大きさの受光素子を所定数配置して構成され、受光素子１個が
１画素に相当する。カラーラインセンサＲには、受光素子上に色分解フィルタを有し、照
射された光のうちレッド周波数成分のみが透過して、これをラインセンサが受光し、画像
信号を出力する。Ｇ，Ｂについても同様に、それぞれのラインセンサは、それぞれグリー
ン、ブルーの各色成分のみを受光し、画像信号を出力する。これに対し、白黒ラインセン
サＢＷには、色分解フィルタを設けていない。このため、白黒ラインセンサＢＷの受光量
は、フィルタを設けたカラーラインセンサの受光量よりも多く、１ラインの読み取りに必
要な受光時間が短くなり、原稿を高速に読み取ることができる。４ラインセンサは、ＣＣ
Ｄセンサ、ＣＭＯＳセンサ等の画像読み取り用センサで構成される。
【００１８】
　図４は、４ラインセンサ１５８の画像信号を出力するための構成を示す図である。４ラ
インセンサ１２４も４ラインセンサ１５８と同一の構成である。カラーラインセンサ４０
２～４０４からは、水平同期信号ＨｓｙｎｃＣＬが入るたびに、奇数画素の電荷がシフト
レジスタ４２２～４２４、偶数画素の電荷がシフトレジスタ４１２～４１４に転送される
。シフトレジスタ４１２～４１４及び４２２～４２４の電荷は、画像クロックＨｃｌｋＣ
Ｌにより水平転送されて、１クロックに１画素ずつ出力バッファ４５２～４５４および４
６２～４６４を介して出力される。
【００１９】
　一方、モノクロラインセンサ４０１は、４つのシフトレジスタに接続されており、水平
同期信号ＨｓｙｎｃＢＷにより、奇数画素の電荷がシフトレジスタ４２１及び４４１、偶
数画素の電荷がシフトレジスタ４１１及び４３１に転送される。奇数画素の前半はシフト
レジスタ４２１、後半はシフトレジスタ４４１、偶数画素の前半はシフトレジスタ４１１
、後半はシフトレジスタ４３１により水平転送される。シフトレジスタ４１１、４２１、
４３１、４４１の電荷は、画像クロックＨｃｌｋＢＷにより水平転送されて、１クロック
に１画素ずつ出力バッファ４５１、４６１、４７１、４８１を介して出力される。
【００２０】
　このようにして出力されたモノクロ画像信号は、画像クロックＨｃｌｋＣＬとＨｃｌｋ
ＢＷが同じ周期の場合、カラー画像信号の２倍の転送量で転送されるため、カラー画像信
号の１／２の時間で水平転送を終わらせることができる。そのため、水平同期信号Ｈｓｙ
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ｎｃＢＷをＨｓｙｎｃＣＬの１／２の周期にし、白黒原稿の搬送速度（スキャン速度）を
２倍にして、白黒原稿をカラー原稿の２倍の速さで画像読み取りを行うことができる。な
お、モノクロラインセンサの蓄積時間はカラーラインセンサの１／２になってしまうが、
モノクロラインセンサにはカラーフィルタが設けられていない分、十分な受光量を得るこ
とができるため、十分な画像信号を出力することができる。なお、画像クロックＨｃｌｋ
ＢＷがＨｃｌｋＣＬの周期の１／２よりも短い周期にすると、モノクロ画像信号はカラー
画像信号の２倍以上の転送量で転送される。この場合、白黒原稿の搬送速度（スキャン速
度）を２倍以上にして、白黒原稿をカラー原稿の２倍以上の速さで画像読み取りを行うこ
とができる。
【００２１】
　図５は、４ラインセンサ１５８から出力されるモノクロおよびカラーの画像信号のタイ
ミングチャートを示す。カラーの画像信号についてはＲを例として示している。カラーラ
インセンサ４０２に入射した光は、ＨｓｙｎｃＣＬの１周期分、すなわち１ライン分に相
当する蓄積時間ごとに電気信号に変換され、画素クロックＨｃｌｋＣＬに同期して出力さ
れる。カラーラインセンサ４０２の奇数画素と偶数画素は並行して信号が転送され、例え
ば１画素目と２画素目が同時に出力される。
【００２２】
　一方、モノクロラインセンサ４０１に入射した光は、ＨｓｙｎｃＣＬの１／２の周期の
ＨｓｙｎｃＢＷの１周期分、すなわち１ライン分に相当する蓄積時間ごとに電気信号に変
換され、画素クロックＨｃｌｋＢＷに同期して出力される。モノクロラインセンサ４０１
の奇数画素と偶数画素は並行して信号が転送される。また、モノクロラインセンサ４０１
の主走査方向の前半画素と後半画素は並行して信号が伝送される。従って、モノクロライ
ンセンサ４０１の４画素が並行して出力される。１ラインの画素数をｎ（ｎは偶数）とす
ると、１クロック目では１画素目、２画素目、（ｎ／２）＋１画素目、（ｎ／２）＋２画
素目が同時に出力される。このようにして、カラーラインセンサの１ライン分の読取時間
で、モノクロラインセンサの２ライン分の読み取りを行う。
【００２３】
　図６は、コントローラ２００内の画像処理部２０４のブロック図である。画像処理部２
０４は、白黒原稿について高速読み取りを行ってメモリに一時記憶する場合、カラー原稿
よりも多くのページ数の画像データを一時記憶できるよう構成されている。画像処理部２
０４は、白黒原稿の多値の画像データは２値化してメモリに記憶し、カラー原稿の多値の
画像データは多値のままメモリに記憶する。これにより、メモリ容量が限られている中で
、文字画像であることが多い白黒原稿の画像データを２値化することにより、より多くの
ページの画像データを記憶することができる。
【００２４】
　ここで、この白黒画像を変倍する場合、メモリに記憶された２値画像を補間処理または
間引き処理することによりデジタル変倍すると、画像のエッジ部に段差が生じたり、画像
がぼやける等の画質劣化が生じたりする。そこで、白黒原稿を読み取る際には、倍率に応
じた速度で原稿を搬送しながら原稿を読み取ることにより、副走査方向（４ラインセンサ
に対する原稿の相対移動方向）の変倍を行うスキャン変倍を行うことにより、画質劣化を
防止する。この場合の主走査方向の変倍は、多値データに対する画像処理によるデジタル
変倍を行うが、主走査１ライン内の画像処理なので、複数ラインの画像データを保持する
ことなく主走査方向の変倍を行うことができる。一方、カラー原稿を読み取る場合にスキ
ャン変倍を行うと、拡大時には光学系を低速駆動する際に生じる振動で、画像に色ずれが
発生してしまう。そこで、カラー原稿を読み取る際には、メモリに記憶したページ画像に
対して主走査方向及び副走査方向のデジタル変倍を行うことで、色ずれの発生を防止する
。ここでは、プリンタＩ／Ｆ２０９に白黒プリンタが接続されており、プリンタに対して
は、白黒２値画像を出力する場合について説明する。
【００２５】
　本原稿読取装置は、白黒読取モードとカラー読取モードを有する。白黒読取モードでは
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、出力制御部１６５は、ラインＲに白黒の奇数画素信号ＢＷｏｄｄ、ラインＧに白黒の偶
数画素信号ＢＷｅｖｅｎが出力されるよう制御する。ＢＷｏｄｄ及びＢＷｅｖｅｎは多値
データ（各８ビット）である。これにより、白黒読取モード時の信号転送速度がカラー読
取モード時の２倍となる。白黒読取モード時、ＣＰＵ２０１は、セレクタ３０２がライン
Ｒを主走査変倍部３０３のＢＷｏｄｄに、ラインＧを主走査変倍部３０３のＢＷｅｖｅｎ
に接続するよう制御する。
【００２６】
　白黒読取モード時は、主走査変倍部３０３で主走査変倍が行われ、２値化部３０４で８
ビットの多値データが２値データに変換され、並べ替え部３０５で奇数画素及び偶数画素
が１ラインに並び替えられ、メモリ３０６に記憶される。副走査方向の変倍は、原稿読取
時に倍率に応じたスキャン変倍が行われている。これにより、白黒原稿のデータサイズが
小さくなり、データ処理の高速化およびメモリ蓄積量の大量化に有利となる。白黒読取モ
ード時、ＣＰＵ２０１は、セレクタ３１２がメモリ３０６から２値データをプリンタＩ／
Ｆ２０９に出力するよう制御する。メモリ３０６に記憶された画像データは、圧縮／伸長
処理部３０９によって圧縮され、ＨＤＤ３０８に蓄積しておくことが可能である。ＨＤＤ
３０８から画像データを読み出す場合、伸長／伸張処理部３０９で伸張してメモリ３０６
に画像データを記憶させる。
【００２７】
　カラー読取モードでは、出力制御部１６５は、ラインＲ、ラインＧ、ラインＢにそれぞ
れＲ出力、Ｇ出力、Ｂ出力が出力されるよう制御する。Ｒ出力、Ｇ出力、Ｂ出力は多値デ
ータ（各８ビット）である。カラー読取モード時、ＣＰＵ２０１は、ラインＲ、ラインＧ
、ラインＢのそれぞれの多値データがメモリ３０６に多値データのまま記憶されるようセ
レクタ３０２を制御する。カラー読取モードでは、画像の階調性を保持するため、画像信
号を各色８ビットのままメモリ３０６に蓄積する。カラー読取モード時の原稿スキャンは
、倍率にかかわらず一定速度で行われ、一旦メモリ３０６に格納された各色８ビットデー
タ画像を変倍部３０７が読み出して、変倍部３０７が主走査方向及び副走査方向のデジタ
ル変倍処理を行う。
【００２８】
　デジタル変倍を、２値データに対してではなく、多値データに対して行うのは、以下の
理由による。図７は、多値画像および２値画像をそれぞれデジタル変倍（拡大）したとき
の様子を示す図である。多値データのデジタル変倍では、多値データに基づいた補間演算
を行うことにより、画像のエッジ部分の階段形状が目立ちにくい。これに対し、２値デー
タのデジタル変倍では、２値データに基づいた拡大処理のため、画像のエッジ部分の階段
形状が目立ってしまう。従って、デジタル変倍は多値データに基づいて（２値化する場合
は２値化前に）行うことにより、拡大時の画像の劣化を防止する。
【００２９】
　副走査方向のデジタル変倍は、ライン間の画像を補間演算で生成するため、複数ライン
の画像データが同時に必要になる。従って、主走査方向及び副走査方向のデジタル変倍を
行うカラー読取モードでは、一度メモリ３０６に１００％の画像を１ページ分格納し、そ
の後複数ラインの画像を読み出して変倍処理を実行する。デジタル変倍処理後の画像は再
度メモリ３０６に格納される。カラー読取モード時、メモリ３０６に記憶されたＲ，Ｇ，
Ｂ各８ビットの３色画像信号は、ネットワークＩ／Ｆ３１４を介してネットワーク上のＰ
Ｃ等に出力される。また、メモリ３０６に記憶されたＲ，Ｇ，Ｂ各８ビットの３色画像信
号は、ＢＫ信号生成部３１０で白黒多値データに変換された後、２値化部３１１で２値化
される。カラー読取モード時、ＣＰＵ２０１は、セレクタ３１２が２値化部３１１から２
値データをプリンタＩ／Ｆ２０９に出力するよう制御する。なお、プリンタＩ／Ｆ２０９
にカラープリンタが接続されている場合には、ＢＫ信号生成部３１０及び２値化部３１１
の代わりに設けた輝度濃度変換部によりＲ，Ｇ，ＢデータをＹ（イエロー），Ｍ（マゼン
タ），Ｃ（シアン），ＢＫ（ブラック）の多値データに変換する。
【００３０】
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　図８は、本実施形態における、変倍率とスキャン速度の関係を示すグラフである。まず
、変倍率１００％以上のときについて説明する。カラー読取モード時は、変倍率にかかわ
らずスキャン速度（原稿搬送速度）Ｖ［ｍｍ／ｓｅｃ］で原稿読み取りを行って、前述し
たようにデジタル変倍を行う。スキャン速度Ｖは、例えば２３４［ｍｍ／ｓｅｃ］とする
。白黒読取モードで変倍率が１００％のときは、前述したようにカラー読取モードの２倍
のスキャン速度２Ｖ［ｍｍ／ｓｅｃ］で原稿読み取りを行う。白黒読取モードで変倍率が
１００％よりも大きいときは、スキャン速度２Ｖ×（１００／変倍率）［ｍｍ／ｓｅｃ］
で原稿読み取りを行う。
【００３１】
　グラフからわかるように、変倍率２００％までは、白黒読取モードのスキャン速度がカ
ラー読取モードのスキャン速度よりも速いため、カラー読取モードよりも白黒読取モード
の方が短時間で原稿読み取りを行うことができる。しかし、白黒読取モードにおいて、変
倍率が２００％よりも大きいとき、スキャン速度２Ｖ×（１００／変倍率）［ｍｍ／ｓｅ
ｃ］で原稿読み取りを行うと、スキャン速度がＶ［ｍｍ／ｓｅｃ］未満となり、スキャン
速度がカラー読取モードよりも下回ってしまう。また、原稿搬送ローラを駆動するモータ
の性能によっては、低速域で振動が発生してしまう場合がある。高速域でも低速域でも安
定して駆動できるモータやダンパ等を用いるとコストアップにつながってしまう。
【００３２】
　そこで、本実施形態では、白黒読取モードにおいて、変倍率が２００％を超えるとき、
すなわち、スキャン速度がＶ［ｍｍ／ｓｅｃ］未満となる変倍率のときは、スキャン速度
をＶ［ｍｍ／ｓｅｃ］とし、主走査方向及び副走査方向とも多値データを用いてデジタル
変倍する。これにより、白黒読取モード時には、カラー読取モード時以上のスキャン速度
で原稿を移動させている。２値データではなく多値データを用いてデジタル変倍する理由
は、前述した通り、画質の劣化を防止するためである。このように、スキャン変倍のスキ
ャン速度がデジタル変倍のスキャン速度を下回る場合には、白黒読取モードであってもデ
ジタル変倍を行うことにより、白黒読取モード時の読取生産性がカラー読取モード時より
も下回ることがない。本実施形態では、スキャン変倍とデジタル変倍の境界を２００％と
したが、白黒読取モードとカラー読取モードの読取生産性等を考慮して所定の拡大率とす
ればよい。
【００３３】
　図６に示すブロック図を用いて、白黒読取モードにおいて、変倍率が２００％を超える
ときの処理について説明する。白黒読取モードにおいて、変倍率が２００％を超えるとき
は、出力制御部１６５は、ラインＲ、ラインＧ、ラインＢのそれぞれにカラーラインセン
サのＧ出力が出力されるよう制御する。これは、カラーラインセンサの出力を用いて白黒
画像データとして処理するためである。Ｇ出力は多値データ（各８ビット）である。ＣＰ
Ｕ２０１は、ラインＲ、ラインＧ、ラインＢのそれぞれの多値データがメモリ３０６に多
値データのまま記憶されるようセレクタ３０２を制御する。
【００３４】
　このときの原稿スキャンは、倍率にかかわらず一定速度Ｖ［ｍｍ／ｓｅｃ］で行われる
。一旦メモリ３０６に格納された各色８ビットデータ画像を変倍部３０７が読み出して、
変倍部３０７が主走査方向及び副走査方向のデジタル変倍処理を行う。デジタル変倍処理
後の画像は再度メモリ３０６に格納される。メモリ３０６に記憶されたＧ信号は、ＢＫ信
号生成部３１０で白黒多値データに変換された後、２値化部３１１で２値化されて、セレ
クタ３１２を介してプリンタＩ／Ｆ２０９から出力される。また、ネットワーク上のＰＣ
等に出力される場合には、ラインＲ、ラインＧ、ラインＢのいずれもＧ出力の画像データ
であるため、結果として、白黒多値データがネットワークＩ／Ｆ３１４を介してネットワ
ーク上のＰＣ等に出力される。
【００３５】
　次に、図８を参照しながら、変倍率１００％未満のときについて説明する。白黒読取モ
ードで変倍率が１００％未満のときも、１００％以上のときと同じようにスキャン速度を
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制御しようとした場合、スキャン速度が２Ｖ×（１００／変倍率）［ｍｍ／ｓｅｃ］で決
められるため、２Ｖよりも高速にしなければならない。しかし、原稿搬送ローラを駆動す
るモータは、高速域でも低速域でも安定して駆動できるモータやダンパ等を用いるとコス
トアップにつながってしまう。
【００３６】
　そこで、本実施形態では、白黒読取モードにおいて、変倍率が５０％以上１００％未満
のときは、スキャン速度Ｖ×（１００／変倍率）［ｍｍ／ｓｅｃ］で原稿読み取りを行う
。そして、主走査変倍部３０３で主走査変倍を行い、メモリ３０６に記憶された２値デー
タを出力する際に、副走査方向を１／２（５０％）にデジタル変倍（２ラインのうち１ラ
インを間引く）する。つまり、副走査方向に関しては、スキャン変倍とデジタル変倍を組
み合せて行っている。ここでは、２値データに対してデジタル変倍を行っているが、縮小
変倍かつ１／２の変倍であるため、画像が劣化しにくい。これにより、スキャン速度を２
Ｖよりも高速にすることなく、白黒読取モードにおける縮小変倍を行うことができ、また
、白黒読取モードの読取生産性がカラー読取モードを下回ることがない。
【００３７】
　白黒読取モードにおいて、変倍率が２５％以上５０％未満のときは、スキャン速度をＶ
×（１００／変倍率）［ｍｍ／ｓｅｃ］とすると、上述と同じ問題が生じるため、スキャ
ン速度を（１／２）×Ｖ×（１００／変倍率）［ｍｍ／ｓｅｃ］とする。この場合、メモ
リ３０６に記憶された２値データを出力する際に、副走査方向を１／４（２５％）にデジ
タル変倍（４ラインのうち３ラインを間引く）する。
【００３８】
　カラー読取モードにおいて、変倍率が２５％以上５０％未満のときは、スキャン速度を
２Ｖ［ｍｍ／ｓｅｃ］とし、多値データに対してデジタル変倍を行う。この場合、副走査
方向のデジタル変倍は、変倍率×２の変倍処理（変倍率が２５％のときは、５０％のデジ
タル変倍）を行う。これにより、デジタル変倍後の多値データ量が少なくなるにもかかわ
らず、デジタル変倍前の多値データ量が必要以上に多いために、デジタル変倍前の多値デ
ータがメモリ３０６を無駄に使用してしまうことを抑えることができる。
【００３９】
　図９は、本実施形態におけるＡＤＦ１００及びリーダ部１５０のスキャン速度制御に関
するフローチャートである。このフローは、リーダ部１５０のＣＰＵ１６１により実行さ
れる。このフローは、説明の簡単化のため、変倍率１００％以上の制御についてのみ示し
ている。スキャン動作が要求されたとき、ＣＰＵ１６１は、コントローラ２００からカラ
ー読取モードが指定された場合（Ｓ９０１）、出力制御部１６５からラインＲ、ラインＧ
、ラインＢにそれぞれＲ出力、Ｇ出力、Ｂ出力を出力させる（Ｓ９０７）。そして、スキ
ャン速度をＶ［ｍｍ／ｓｅｃ］に設定する（Ｓ９０８）。
【００４０】
　ステップＳ９０１で、コントローラ２００から白黒読取モードが指定された場合は、コ
ントローラ２００から指定された変倍率が２００％を超えているか判断する（Ｓ９０２）
。ステップＳ９０２で、変倍率が２００％以下（所定の拡大率以下）の場合は、出力制御
部１６５から、ラインＲに白黒の奇数画素信号ＢＷｏｄｄ、ラインＧに白黒の偶数画素信
号ＢＷｅｖｅｎを出力させる（Ｓ９０３）。そして、スキャン速度を２Ｖ×（１００／変
倍率）［ｍｍ／ｓｅｃ］に設定する（Ｓ９０４）。
【００４１】
　ステップＳ９０２で、変倍率が２００％より大きい場合は、出力制御部１６５から、ラ
インＲ、ラインＧ、ラインＢのいずれにもカラーラインセンサのＧ出力を出力させる（Ｓ
９０５）。そして、スキャン速度をＶ［ｍｍ／ｓｅｃ］に設定する。ステップＳ９０４、
Ｓ９０６、Ｓ９０８でスキャン速度が設定された後、スキャン動作を開始する（Ｓ９０９
）。
【００４２】
　図１０は、コントローラ２００側が読み取られた画像を変倍処理してメモリに格納する
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までの流れを示すフローチャートである。このフローは、コントローラ２００のＣＰＵ２
０１により実行される。このフローは、説明の簡単化のため、変倍率１００％以上の制御
についてのみ示している。カラー読取モードの場合は（Ｓ１００１）、入力したＲ，Ｇ，
Ｂの多値データ（Ｓ１００８）をメモリ３０６に格納する（Ｓ１０１０）。その後、メモ
リ３０６から画像データを取り出し、変倍部３０７により主走査及び副走査のデジタル変
倍を行い（Ｓ１０１１）、再びメモリ３０６に格納する（Ｓ１０１２）。
【００４３】
　ステップＳ１００１で、白黒読取モードの場合、変倍率が２００％を超えているか判断
する（Ｓ１００２）。ステップＳ１００２で、変倍率が２００％以下の場合は、入力した
ＢＷｏｄｄ，ＢＷｅｖｅｎの多値データ（Ｓ１００３）に対して、主走査変倍を行う（Ｓ
１００４）。その後、多値データを２値化して、１ラインのデータに並び替え（Ｓ１００
５）、メモリ３０６に格納する（Ｓ１００６）。
【００４４】
　ステップＳ１００２で、変倍率が２００％より大きい場合は、ラインＲ、ラインＧ、ラ
インＢを介して入力したＧの多値データ（Ｓ１００７）をメモリ３０６に格納する（Ｓ１
０１０）。その後、メモリ３０６から画像データを取り出し、変倍部３０７により主走査
及び副走査のデジタル変倍を行い（Ｓ１０１１）、再びメモリ３０６に格納する（Ｓ１０
１２）。
【００４５】
　本実施形態では、白黒読取モード時におけるスキャン変倍とデジタル変倍を切り換える
基準を、白黒読取モード時とカラー読取モード時のスキャン速度を比較することにより決
めた。しかし、これに限られるものではなく、白黒読取モード時の読取生産性がカラー読
取モード時の生産性を下回らないように、変倍部３０７によるデジタル変倍に要する時間
やメモリ３０６に対する入出力時間等も加味した基準としてもよい。
【００４６】
　なお、本実施形態では、ＡＤＦ１００で原稿を搬送して読み取る流し読みスキャン動作
の場合で説明したが、スキャナユニット１５９を往復動作させてプラテンガラス１５２上
の原稿を読み取る場合にも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本発明の実施形態の原稿読取装置を構成するＡＤＦ１００およびリーダ部１５０
の断面図である。
【図２】ＡＤＦ１００、リーダ部１５０、及び画像コントローラ２００の制御ブロック図
である。
【図３】４ラインセンサ１５８の構成を示す概略図である。
【図４】４ラインセンサ１５８の画像信号を出力するための構成を示す図である。
【図５】４ラインセンサ１５８から出力されるモノクロおよびカラーの画像信号のタイミ
ングチャートである。
【図６】コントローラ２００内の画像処理部２０４のブロック図である。
【図７】多値画像および２値画像をそれぞれデジタル変倍（拡大）したときの様子を示す
図である。
【図８】倍率とスキャン速度の関係を示すグラフである。
【図９】ＡＤＦ１００及びリーダ部１５０のスキャン速度制御に関するフローチャートで
ある。
【図１０】コントローラ２００側が読み取られた画像を変倍処理してメモリに格納するま
での流れを示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００４８】
　１００　ＡＤＦ
　１５０　リーダ部
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　１１３　原稿裏面読取部
　１１３　裏面画像読取部
　１２１　原稿搬送部
　１２４　４ラインセンサ
　１５１　流し読みガラス
　１５２　プラテンガラス
　１５８　４ラインセンサ
　１６１　ＣＰＵ
　１６５　出力制御部
　２００　コントローラ部
　２０１　ＣＰＵ
　３０２　セレクタ
　３０３　主走査変倍部
　３０４　２値化部
　３０６　メモリ
　３１２　セレクタ
　３０７　変倍部
　４０２～４０４　カラーラインセンサ
　４０１　モノクロラインセンサ

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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